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I.目的 :減水深 は現況用水 量の把握 と水 田用水 量 を計画す る うえで考慮 しなけれ ば

な らない重 要な項 目の 一つ であ るc特 に近年、乾 田直播 栽培 (以下乾直)が 低 コス

ト化 、農繁期作業 の ピー クカ ッ ト等 の利点か ら普及 し始 めたの に伴 い、減水深 に影

響 を及 ぼす 規定要因 に関心 が高 まってい る。
一般 に乾直は代掻 きを行 わないため減

水深 が湛 水移植 栽培 (以 下移植 )に 比べ増 大す る といわれ てい る。 しか し、実際 、

水 田減水深 は様 々な要因の影響 を受 けるため、規定要 因 を特定 し難 い。 そ こで本研

究では、乾 直が減水深 に与 える影響 を把握す るた め、岐阜 県巣南町 にお いて 18筆

の水 田 (乾直 9筆 、移植 9筆 )を 対象 に減水深 の集 中観測 を行 った。

IJ,調査方法 と解析 方法 :調 査 方法 は各圃場 に ピンを 4本 (取水側 2本 、排 水側 2

本 )差 し、 フ ックゲー ジを用 いて湛水深 の 日変 化 を測 定 し、4つ の平均値 か ら 日減

水深 を算出 したc測 定は降 雨、取排 水 の無 い 日を選 び 、延べ 78筆 にお いて調査 し

た,ま た、減 水深 に影響 す る と思 われ る項 目を選 定 して測 定 を行 つた。測 定項 目は、

栽特 法式 、圃場面積 、継水深 、栽 培履歴 、周辺 の 土地利 用状況 、栽培 録]種、排 水路

水位 、中 千 しの時期 、 上壌硬 度 、隣接 llllの湛水深 、粘 土含 有率 の 11項 目であ る。

これ らのデー タにつ いて数量化理論 I類 を用 いて減水深 に与える影響 を調べ た。

田,調査結 果及び考祭 ;数 量化理

論 (1)に よ り、各墳 日のデー

タを数lLFl‐化 して解析 した (表 1)。

ここで、相関係数 あ るいは レン

ジのlltl‐が大 きいほ ど減水深 に対

す る影響 が強 い要因であ る.カ

テ ゴ リー数 量は,1この値 を示す ほ うが減 水深 を増加 させ る要因で あ るこ とを意味 して

い るぅ 湛水深 の大小は、対象 圃場 の 平均湛水深 を しきい値 として区別 した もので あ

る,最 も影 響 が 強 か つ た の が 栽 培 方 式 で あ り、 移 植 の 15.6mm/dに 比 べ 乾 直

58,Omm/dと 大幅 に増加 した3こ の結 果か ら水 田を乾直化す る ことに よ り必要水 量

が増 加す る こ とが明 らか とな った。 次 に影響 の大 きか った湛水深 では 、湛水深 が大

きいほ ど減水深 が増 加す る傾 向 (湛水深 小 28.9mm/d、 湛水深 大 50,8mm/d)が み ら

れ た。 これ は、水深 が大 き くな る と水の位 置エ ネル ギーが増加 す る こ とに加 え畦畔

との核触 面積 が大 き くな るために減 水深が増加 した と考 え られ る。 次 に 中干 し前後

の減水深 を比較 した結果 、 中干 し前 (40,8mm/d)と 比 べ、 中干 し後 (36.8mm/d)

のほ うが減水深 が小 さぐな ったが 、 中千 し直後 1週 間 (46.lmm/d)に 限 つてみ る

と減 水深 は増加 の傾 向 を示 していたG今 回の調査 では以 上 3項 目の影響 が大 きか つ

たが、なかで も乾直化が減水深 に多大 な影響 を及 ぼす こ とが明 らか にな つた。

表 1 数 量 化 理 論 に よる結 果

アイテム 相関係 数 レンジ カテゴリー数量

裁 培 方 式 0.532 38.590 1 7 3 1 6 (乾 直 ) - 2 1 . 2 7 4 (移植 )

湛水深 0.276 16.869 -7.786(′」ヽさい) 9.083(大きい)

中千 し 0.050 6706 3.697(前) -3009(つ蕉)
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